
参考資料 

 

制 定 要 旨 

 

 産業道路駅前地区整備計画区域の名称を大師橋駅前地区整備計画区域に変更

し、並びに大師橋駅前地区地区計画及び生田浄水場地区地区計画の区域内にお

ける建築物に係る制限に関し必要な事項を定めるため、この条例を制定するも

のである。 

議案第１１号 

 

川崎市等々力緑地の球技場等の公共施設等運営権に係る実施方針に関す

る条例の制定について 

 

川崎市等々力緑地の球技場等の公共施設等運営権に係る実施方針に関する条

例を次のとおり制定する。 

 

令和４年 ２ 月１４日提出 

川崎市長 福 田 紀 彦 

 

川崎市等々力緑地の球技場等の公共施設等運営権に係る実施方針に関す

る条例 

 （趣旨） 

第１条 この条例は、民間資金等の活用による公共施設等の整備等の促進に関

する法律（平成１１年法律第１１７号。以下「法」という。）第１８条の規

定に基づき、等々力緑地に選定事業（法第２条第４項に規定する選定事業を

いう。）により整備されるプロスポーツの試合その他催物又は市民のスポー

ツ活動等の利用に供することを目的とした球技場及びアリーナ並びに等々力

緑地の駐車場（以下これらを「球技場等」という。）の公共施設等運営権（法

第２条第７項に規定する公共施設等運営権をいう。以下同じ。）に係る実施

方針（法第５条第１項に規定する実施方針をいう。以下同じ。）に関し必要

な事項を定めるものとする。 

 （公共施設等運営権の設定） 

第２条 市長は、法第１６条の規定により、選定事業者（法第２条第５項に規



定する選定事業者をいう。以下同じ。）に、球技場等の運営等（法第２条第

６項に規定する運営等をいう。以下同じ。）に係る公共施設等運営権を設定

するものとする。 

 （民間事業者の選定の手続） 

第３条 前条の規定により公共施設等運営権の設定を受けることとなる選定事

業者として選定されようとする民間事業者は、申請書に球技場等の運営等の

事業の実施に関する計画（以下「事業計画」という。）を記載した書類その

他市長が必要と認める書類を添えて、市長に申請しなければならない。 

２ 市長は、前項の規定による申請があったときは、次に掲げる基準により最

も適切に球技場等の運営等を行うことができると認める者を選定事業者とし

て選定するものとする。 

⑴ 事業計画の内容が、球技場等の効用を最大限に発揮するとともに管理の

効率化が図られるものであること。 

 ⑵ 事業計画の内容に沿った球技場等の運営等を安定して行う能力を有する

こと。 

 ⑶ 前２号に掲げるもののほか、実施方針で定める基準を満たすこと。 

 （運営等の基準） 

第４条 第２条の規定により公共施設等運営権の設定を受けた選定事業者（以

下「公共施設等運営権者」という。）は、関係法令並びに条例及び条例に基

づく規則の規定に従い、球技場等の運営等を行わなければならない。 

 （業務の範囲） 

第５条 公共施設等運営権者は、球技場等を利用させることその他の球技場等

の運営等のために必要な業務を行わなければならない。 

 （利用料金） 

第６条 球技場等の利用料金（法第２条第６項に規定する利用料金をいう。）



定する選定事業者をいう。以下同じ。）に、球技場等の運営等（法第２条第

６項に規定する運営等をいう。以下同じ。）に係る公共施設等運営権を設定

するものとする。 

 （民間事業者の選定の手続） 

第３条 前条の規定により公共施設等運営権の設定を受けることとなる選定事

業者として選定されようとする民間事業者は、申請書に球技場等の運営等の

事業の実施に関する計画（以下「事業計画」という。）を記載した書類その

他市長が必要と認める書類を添えて、市長に申請しなければならない。 

２ 市長は、前項の規定による申請があったときは、次に掲げる基準により最

も適切に球技場等の運営等を行うことができると認める者を選定事業者とし

て選定するものとする。 

⑴ 事業計画の内容が、球技場等の効用を最大限に発揮するとともに管理の

効率化が図られるものであること。 

 ⑵ 事業計画の内容に沿った球技場等の運営等を安定して行う能力を有する

こと。 

 ⑶ 前２号に掲げるもののほか、実施方針で定める基準を満たすこと。 

 （運営等の基準） 

第４条 第２条の規定により公共施設等運営権の設定を受けた選定事業者（以

下「公共施設等運営権者」という。）は、関係法令並びに条例及び条例に基

づく規則の規定に従い、球技場等の運営等を行わなければならない。 

 （業務の範囲） 

第５条 公共施設等運営権者は、球技場等を利用させることその他の球技場等

の運営等のために必要な業務を行わなければならない。 

 （利用料金） 

第６条 球技場等の利用料金（法第２条第６項に規定する利用料金をいう。）

の額は、公共施設等運営権者が、球技場等の利用状況等を勘案して、適正に

定めるものとする。 

   附 則 

 この条例は、公布の日から施行する。 

 

 

参考資料 

 

制 定 要 旨 

 

民間資金等の活用による公共施設等の整備等の促進に関する法律第１８条の

規定に基づき、等々力緑地に選定事業により整備されるプロスポーツの試合そ

の他催物又は市民のスポーツ活動等の利用に供することを目的とした球技場及

びアリーナ並びに等々力緑地の駐車場の公共施設等運営権に係る実施方針に関

し必要な事項を定めるため、この条例を制定するものである。 


